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スラッジ状廃棄物浸出液からのウラン回収技術開発のため、モノアミド抽出剤による硝酸溶液からのウラ

ンの選択分離を、溶媒抽出法、抽出クロマトグラフィ法、ゲル化抽出法において試行し、廃液発生量やコス

トにてそれぞれの技術を比較した。比較の結果、ゲル化抽出法が優れていると判断した。 
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1. 緒言 

軽水炉燃料加工施設にて保管されているスラッジからウランを浸出させた溶液から、ウランを選択的に回

収する技術を開発している。回収したウランは酸化転換して保管、再利用する計画である。ここでは、硝酸

浸出液中ウランの選択分離に用いる抽出剤として、モノアミド抽出剤の利用に着目した。モノアミド抽出剤

は、4 価及び 6 価金属に対する選択性が報告されており[1]、CHON から構成されるため、加熱処理により有

害物質を発生させずにガス化が可能という利点を持つ。ウラン回収分離技術の候補として選出されている、

溶媒抽出法、抽出クロマトグラフィ法、ゲル化抽出法においてモノアミド抽出剤を用いた硝酸溶液中からの

ウランの回収試験を行い、ウランの回収性能や廃液発生量、コストの観点から、それぞれの技術を比較した。 

2. 方法 

溶媒抽出法、抽出クロマトグラフィ法、ゲル化抽出法の 3 手法を対象として 5 mol/L 硝酸溶液からのウラ

ン回収試験を実施した。モノアミド抽出剤は、溶媒抽出試験では n-ドデカンで希釈して抽出溶媒として用い

た。抽出クロマトグラフィ試験では SiO₂-P 担体にモノアミド抽出剤を含浸させた吸着材を用いた。モノア

ミド抽出剤はウランのモル比が 2.5:1 になるように試験条件を設定した。 

3. 結果と結論 

ウラン回収後の廃液の吸光度分析結果を基に算出した、1 回のバッチ処理によるウラン回収率は、溶媒抽

出法で 68.5%、抽出クロマトグラフィ法で 13.6%、ゲル化抽出法で 65.3%であり、抽出クロマトグラフィ法と

比較して、溶媒抽出法及びゲル化抽出法の性能が優れていた。また、試料量に対する廃液発生量について各

手法を比較すると、抽出溶媒の酸平衡処理が必要な溶媒抽出法や、吸着材のコンディショニングが必要な抽

出クロマトグラフィ法と比較して、抽出剤の前処理が不要なゲル化抽出法は廃液発生量の比が小さかった。

また、ゲル化抽出法においては沈殿物に回収したウランをそのまま熱処理して酸化転換が可能である。本試

験結果から、ウラン回収性能と廃棄物の発生量・処分コストの観点から、3 つの技術のうち、ゲル化抽出法が

硝酸浸出液からのウラン回収法として最も優れた技術である結果が得られた。 
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